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研究成果の概要（和文）：口呼吸患者は、口腔内乾燥とともに味覚の異常をしばしば訴える。口呼吸による睡眠
呼吸障害が神経系の発育障害および機能障害を惹起することが知られているが、これまで口呼吸に伴う味覚障害
の機序について検討された報告はなく、口呼吸が味覚情報処理機構に及ぼす影響やその経路については未知であ
る。本研究では、口呼吸の味覚障害への関与を明らかにすることを目的に、口呼吸患者を対象とした臨床調査お
よび動物モデルを用いた基礎研究を実施する。臨床調査により、慢性口呼吸者における味覚閾値の上昇が生じ、
片側鼻閉ラットでは、舌味覚受容体の退行性変化が認められた。したがって、呼吸障害が味覚機能に影響を与え
る可能性が示唆された。

研究成果の概要（英文）：Habitual mouth breathing often cause impaired taste sensation. Although 
habitual mouth breathing is recognized to disturb the orofacial functional development, the 
relationship between habitual mouth breathing and taste disorders has not been investigated 
sufficiently. In the present study to clarify the link between habitual mouth breathing and taste 
disorders, we carried out the clinical survey targeting patients with mouth breathing. To clarify 
the mechanism for the impairment and recovery of taste sensation corresponding with changes in 
breathing patterns, animal studies were performed using the rodents with unilateral nasal 
obstruction. Data suggested that habitual mouth breathing poses a risk for taste deterioration with 
affecting taste receptors on the tongue.

研究分野：歯科矯正学
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１．研究開始当初の背景 
 口呼吸は顎顔面の発育異常やう蝕、歯周病
など顎顔面領域との関連が考えられる。さら
に近年、口呼吸による睡眠呼吸障害が脳の発
育障害、機能障害を惹起する可能性について
も示唆されている。味覚においては、口呼吸
患者は、口腔内乾燥とともに味覚の異常を訴
えることが知られているが、国内外を問わず、
口呼吸に伴う味覚障害の機序について検討
された報告は皆無であり、口呼吸が味覚情報
処理機構に及ぼす影響やその経路について
は未知である。 
 
２．研究の目的 
 本研究では、口呼吸の味覚障害への関与を
明らかにすることを目的に、口呼吸患者を対
象とした臨床調査および動物モデルを用い
た基礎研究を実施する。 
 
３．研究の方法 
（１）口呼吸患者の味覚調査（臨床調査） 
 成人の鼻呼吸者、慢性口呼吸者を対象に、
ろ紙ディスク法を用いて味覚検査を行った。
また、味覚に影響を与える関連因子として、
唾液量、唾液曳糸性、口腔水分量、嗅覚検査
および生活習慣に関するアンケート調査も
同時に行った。 
 
（２）Functional MRI（fMRI）（臨床調査） 
 口呼吸患者を含む矯正歯科治療予定の患
者を対象に、fMRI 検査による中枢機能への影
響を調査した。さらに、矯正装置装着時にお
ける fMRI 検査へのアーチファクトの影響を
検証した。 
 
（３）鼻閉モデルラット（基礎研究） 
 9 週齢雄性 Wistar ラット（14 匹）を無作
為に実験群と対照群に分類し（各 7 匹）、実
験群のラットは生後8日目に左側鼻腔粘膜を
外科用器具にて焼灼し片側鼻閉モデルを作
製した。対照群はシャムオペを行った。各群
ラットを 9週齢にて屠殺し舌を摘出後、舌の
形態計測を行い、舌表面を 0.5%メチレンブル
ーにて染色して茸状乳頭数を計測した。その
後、舌の組織切片を作製し、有郭乳頭に関し
てサイトケラチン 8（味蕾中の味細胞に特異
的に存在）の免疫染色を行った。 
 
４．研究成果 
（１）口呼吸患者の味覚調査（臨床調査） 
 臨床調査において、成人の鼻呼吸者、慢性
口呼吸者を対象にした、ろ紙ディスク法を用
いた味覚検査、また、味覚に影響を与える関
連因子である唾液量、唾液曳糸性、口腔水分
量、嗅覚検査および生活習慣に関するアンケ
ート調査を行い、慢性口呼吸者では味覚閾値

の上昇の結果が得られ、味覚関連因子は 2群
間に差は認められず、これらの結果から、慢
性口呼吸者では、味覚障害が生じている可能
性が示唆された。 
 
（２）Functional MRI（fMRI）（臨床調査） 
 日本人およびタイ人の発音時における口
蓋帆咽頭の運動を、3テスラの fMRI により動
画撮影を行い、民族間における舌運動の違い
を明らかにした。また、金属装置によるアー
チファクトの影響に研究に協力いただいた
矯正用ブラケット装着患者の発音時におけ
る舌運動を、3テスラの fMRI により動画撮影
し、金属装置によるアーチファクトの影響に
ついて評価した結果、MRI 撮影のために、必
ずしも金属製矯正装置を撤去する必要がな
いとの結果が得られた。 
 
（３）鼻閉モデルラット（基礎研究） 
 片側鼻閉モデルラットにおいて、健常ラッ
トと比較して、甘味に対する嗜好率が低下し
た。 
 実験群、対照群のラット舌の形態計測の結
果、舌の各部分の長さ、重量に有意差はなく、
また有郭乳頭の幅や長さにも有意差は確認
されなかった。一方、片側鼻閉ラットにおい
て茸状乳頭数が有意に減少しており、免疫染
色の結果、片側鼻閉ラットでは茸状乳頭およ
び有郭乳頭における味蕾領域（サイトケラチ
ン 8で免疫陽性反応となる領域）が有意に減
少していた。 
 さらに、Gustducion および PLCb2 を指標に
した組織学的観察により、有郭乳頭の type
Ⅱ味細胞における構造変化が示唆された。 
 本研究結果から、鼻呼吸障害に伴う呼吸機
能の変調が舌に存在する味覚受容体に退行
性変化を及ぼし、味覚機能に影響を与える可
能性が示唆された。 
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